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「支那游記」一巻は畢竟ひっきょう天の僕に恵んだ（或は僕に災わざわいした）Journalist 的才能の産物である。僕は大阪毎日新聞社の命を受け、大正十年三月下旬から同年七月上旬に至る一百二十余日の間かんに上海シャンハイ、南京ナンキン、九江キュウキャン、漢口ハンカオ、長沙ちょうさ、洛陽らくよう、北京ペキン、大同だいどう、天津てんしん等を遍歴した。それから日本へ帰った後、「上海游記」や「江南游記」を一日に一回ずつ執筆した。「長江游記」も「江南游記」の後にやはり一日に一回ずつ執筆しかけた未成品である。「北京日記抄」は必しも一日に一回ずつ書いた訣ではない。が、何でも全体を二日ばかりに書いたと覚えている。「雑信一束」は画端書えはがきに書いたのを大抵はそのまま収めることにした。しかし僕のジャアナリスト的才能はこれ等の通信にも電光のように、──少くとも芝居の電光のように閃ひらめいていることは確である。

大正十四年十月
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底本：「上海游記・江南游記」講談社文芸文庫、講談社
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底本の親本：「芥川龍之介全集　第十三巻」岩波書店
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青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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